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は じ め に 

我々の身の回りには多くの化学物質が使用さ

れ大気中へ排出されており，排出される化学物質

には生物および環境へ悪影響を及ぼす有害物質

が含まれる．当県においては，環境省が指定する

優先取組物質をモニタリングし，大気環境の現状

を把握している．一方，優先取組物質に登録され

ていない物質については，PRTR により排出量を

把握できるが，大気中の実濃度は確認できていな

い．そして，モニタリングは岩出・海南・有田の

地域で行っており、県内他地域の状況を把握でき

ていない．本研究では，揮発性有機化合物（以下，

「VOC」とする）の大気中濃度を測定し，ヒトへ

のリスク評価を行うこと及びシミュレーション

を活用した県内他地域の状況把握・評価を目的と

して調査解析を行った． 

 

 

調 査 方 法 

１ 調査地点 

 有害大気汚染物質のモニタリング実施地点（那

賀消防組合中消防署，海南市日方小学校，有田市

初島公民館）の３地点とした． 

２ 調査期間 

 令和５年４月から令和６年 12 月に毎月１回実

施し，測定結果を解析に使用した． 

３ 測定方法 

 大気中 VOC 測定は「有害大気汚染物質測定方法

マニュアル」１）により行った．毎月の採取には６

Ｌキャニスターを使用し，３ mL/min 程度の流量

で 24 時間採取した．測定はガス自動濃縮装置を

結合したガスクロマトグラフ質量分析計（GC-MS）

を使用した． 

４ 測定条件 

 GC-MS：アジレント社製，7890B，5977B 

 カラム：DB-1，60ｍ×320μｍ×１μｍ 

 昇温条件：40～100℃まで５℃/分 

      100～230℃まで 15℃/分 

 スプリット比：20：１ 

流量：1.5ｍＬ，コンスタントフロー  

 測定タイプ：スキャン，30～270ｍ/ｚ 

 自動濃縮装置：エンテック社製，7200 

 試料濃縮量：400ｍＬ 

５ 使用試薬 

HAPs-J44：住友精化製標準ガス 

ヘキサン：和光純薬，試薬特級 

メタクリル酸メチル：和光純薬，試薬特級 

を用い混合標準ガスを調製し，内部標準物質に

トルエン-d8 を使用した． 

 

 

結 果 と 考 察 

１ GC/MS 設定について 

通常の優先取組物質の測定は対象物質が少な
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いため検出する質量数を限定する SIM で行って

いる．一方，本調査研究では多くの物質を測定す

るために，設定した範囲の質量数を全て検出する

SCAN で測定することを試みた．標準物質の測定

で得られたクロマトグラムの解析から，今回使用

した 40 物質全てを検出することができた（m-,p-

キシレンは合算値）． 

２ リスク評価について 

リスク評価の方法については，環境省が実施し

た「化学物質の環境リスク初期評価」２）に準じて

行った．各物質のリスクについては，２通りの方

法により評価した． 

１）環境基準値，指針値が設定されている物質 

各物質に対して設定された値と実測値を比較

したところ，すべての物質で設定値を下回る結果

であったため，リスクは低いと考えた（表１）． 

 

２）環境基準値，指針値が設定されていない物質 

環境基準値，指針値が設定されていない物質は

暴露マージン（Margin of Exposure，以下「MOE」

とする）を算出しリスク評価した．MOE は，有害

性の閾値である無毒性量を実測値で除して算出

した．各物質の MOE 評価結果を表２に示す．四塩

化炭素については 10～100 の範囲の結果があり，

リスクが懸念された．化学物質の環境リスク初期

評価報告書によると，四塩化炭素は，環境中での

分解速度が遅いことから，過去に排出され残留し

ているものが大気中に存在し拡散している可能

性が考えられた．また，PRTR の排出量データから

県内事業所から大気中へ排出されていないこと，

測定した３地点における四塩化炭素の濃度変動

が類似していたことから，県外からの流入の可能

性が考えられた．そこで，県内広域での分布して

いる可能性を検討するため，御坊監視支所（御坊

市）と西牟婁振興局（田辺市）において四塩化炭

素の測定を行った．その結果を図１に示す．どの

地点においても大気中濃度の値は似ており、県内

事業者から排出実績がないことから、県外からの

流入または大気中に広く存在しているものと考

えられた．その他の物質については MOE が 100 以

上であったためリスクは低いと考えた． 

 

 

 

３ シミュレーションによる他地域評価について 

シミュレーションに使用するデータは，PRTR

表２ 各物質の MOE による評価結果 

図１ 四塩化炭素の濃度変動 

表１ 環境基準値，指針値との比較 
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の届出データと年間気象データ等を基データに

して製品評価技術基盤機構（NITE）が作成した推

計濃度データを用い，その推計濃度データをセン

ターで測定している実測値で除して算出した

（2016～2020 年の５年平均値）．シミュレーショ

ンに使用した物質は，過去のデータと比較となる

ため，モニタリング優先取組物質とした．その結

果を図２に示す。「１」に近いほどシミュレーシ

ョン値と実測値の値が近いことを示し，県内で排

出量が多い物質についてはシミュレーションに

より、県内他地域の状況を把握できる可能性を示

した． 

 

 

ま と め 

１ 多くの VOC を測定するために GC/MS の測定方

法を SIM から SCAN へ変更することで評価に使用

する 40 物質を定量できた． 

２ 検討した測定法により得られた県内３地点の

測定結果についてリスク評価を行った．環境基準

値及び指針値は満足し，四塩化炭素でリスクが懸

念された．ただし四塩化炭素は広く大気環境に存

在している可能性が示唆された． 

３ シミュレーションによる他地域評価を行った

ところ，県内で排出量の多い物質についてはシミ

ュレーションにより、県内他地域の状況を把握で

きる可能性があることが示された． 
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図２ シミュレーション結果 
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